
神奈川支部 第３９回 学習会 

日本道徳教育学会研究委員会 神奈川支部共催 道徳科「授業づくり」セミナー（２０２３年１１月２５日） 

 

Ⅰ 支部会員三名による実践研究発表 

「生徒も教師も充実する授業づくり」 園山久美子会員（横浜市立樽町中学校） 

 

○はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

・横浜市立樽町中学校 昨年、昭和女子大学大学院で研究。 

・今回「１教材研究」「２メンタリティ」「３校内研修」の３つを中心に提案する。 

 

 

〇「泣いた赤鬼」の授業 

・教科書会社によって挿し絵が異なる。 

・今回原文に近い「絵本」をもとに授業を考えた。 

・友情・信頼について何を学ばせたいか、まず学習指導要 

領をもとに考えてみる。 

・この教材の全てを授業で扱えないが、悩みや葛藤を経験しな  

がら人間関係を深めていくことに焦点を当てることにした。 

 

 

○「友情」でどのように授業をするか？ 

・小学校の学習指導要領に「お互い」にという文言がある。 

しかし個人の意見の主張になってしまっては意味がない。 

そのため今回学習ではめあてから「お互いに」という文言を除いた。 

・友情を培うために自分はどうあればよいか。一人ひとりが友情に対する自分の課題と向き合う授業を考えた。 

 



〇導入アンケート 

・事前にアンケートをとる。 

・「しんゆう」とはどんな字が充てられるか。 

・自分にしっくりくる親友を考えることで、子ども一人  

ひとりの「道徳性の違い」が焦点化される。 

・自身が考える「しんゆう」を大切するため子どもがどの  

ようなことを大切にしているかを考える。 

 

〇展開前段 

・挿絵をスライドで提示しながら読み聞かせる。 

・➀~④の発問を投げかける。（右図） 

・④の発問は心情円から理由を考える。 

それぞれのその理由、考えを聞く。 

そこから自分がなりたい親友像が出てくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇展開後段 

・自分の考えが出てくるようになる。 

・当初、教師が予想していた学びよりも深い意見が子ど  

もたちから出てきた。 

 

 

 

 

〇終末 

・徐々にフェードアウトするように終わらせる。 

今日の学びが子どもの中に浸透していくような雰囲気  

をつくっていく。 

・教師が大切にしている言葉や偉人の言葉などで授業に余 

韻をもたせる。 

 

 



〇授業の成果と課題 

・どうしても発言する子が限られてしまうという課題があるが、教室という同じ空間にいることで「誰かの発言」

が「誰かの学び」になる。 

・親友一人ひとりの「道徳性のとらえの違い」をもっと深いところで考えさせたい。 

・本当に視点は友情だけだったのか、もっと別の視点でも考えてみることが大切である。 

 

 

○授業づくりのメンタリティ 

・自分に生活スタイルや自分の性格に合った環境を見つけ 

ることで新しい授業アイディアも生まれる。 

・何より次の授業を楽しみにする気持ちが大切である。 

 

 

 

 

 

○校内研修の成果 

 

・勤務校の職員研修の中で道徳科授業の必要性について職員で考えてみところ前向きな反響があった。 

・教師も生徒も一緒になってつくる道徳授業づくりというものが大切だと感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「探究的な学習によるマルチユニット型の道徳科授業～道徳クラスの発想から、教科横断的に学ぶ授業づくり～」

相模原市立旭小学校 田屋裕貴 会員  

 

○はじめに  

・保護者や、子ども、同僚…道徳に対する疑問を投げかけられる。 

身近な人に、専門用語などを使わず、分かりやすく説明するのは意外と難しい。 

・なかなか分かってもらうのが難しい教科だともいえる。 

 

○提案内容 

・今回マルチユニット型道徳科授業を形成するための 

要素について紹介する。 

 

 

 

 

 

 

〇「道徳クラス」とは？ 

・「道徳が好きなクラス」「道徳の授業が盛り上がるクラス」のことではない。 

・生活の中にあるものごとを「道徳的な角度」から考えることができるクラスである。 

・「道徳クラスをつくること」自体が目的ではない。あくまで「道徳的な角度」から考えことのできる子どもの姿

を目指している。 

 

 

 

 



〇「道徳的な角度から考える」とは？ 

・校庭に生えているメタセコイアの木を見て… 

「すごい大きな木だな…」 

「一体何年生きているのだろう？」 

「なぜ学校のシンボルになったのかな？」 

「他にも学校の伝統はあるのかな？」 

・このように「ある事象」や「身の回りのものごと」に対して道徳的な視点で考えたり、問いをもったりするこ

とが大切である。 

・しかし、ものごとを「なんでも道徳で考えればよい」というわけではない。 

 

 

〇どのように学んでいくのがよいか？ 

・子どもが全てを無理やり「道徳的角度」でとらえて  

いくのは不自然である。 

・自然と感じ取れることが大切である。 

・５年生国語教材「たずね人」より 

・ふとしたことを表出させる（右図→） 

・国語に限らず様々な教育活動で、道徳的角度から考  

えられる子どもが育っていくことが理想である。 

 

 

〇道徳的角度を学びに取り入れていくために… 

 

・「ふとした道徳的な気付き」をクラスで「探究的に学べるテーマ学習」にする。 

・例えば、宿泊学習で目指すテーマをクラス全員で考える。そのテーマを達成するために、自分の道徳的な気づ

きが具体的にどのような姿になるのか考えてみる。 

 



○「道徳的気づき」を記録するシート 

・様々な教科、活動で気付いたことをつないでいくためのシート（社会で気づいたこと、国語で気づいたこと…） 

・テーマ達成に向けて、子どもたちがそのアンテナを張っていき、気づきを記録していくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各テーマの設定の方法 

・クラスで毎回テーマを決めるのが難しい時は  

学級目標、学校月目標、行事の目標などでも十  

分効果がある。 

 

 

 

 

 

 

 

〇探究と探求 

・「探究」と「探究」は独立しているのではなく、探し求 

める中で、極めていくものが見つけられるのではない  

かと感じている。（右図） 

 

・道徳などで学ぶ「探し求めていくもの」の軸の中に 

総合のユニバーサルデザインやバリアフリーなどの

「極める探究」が存在していると考えられる。 

 

 

 



○教科横断的な学び 

・一つの教科だけでなく、様々な教科を行き来しながらテーマに向けて多面的多角的に考えていく力を育成した

いと考えている。 

・学活だけでなくいろんな教科の特性を生かしながら、その教科ごとに学んでいくことが大切ではないか。 

・様々な教科を行ったり来たりできるような学びをつくっていければと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇マルチユニットについて  

・緩やかに生活経験と道徳がつながるように授業をデザインする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ユニットの見直し 

・途中計画のズレを感じる時もある。 

・無理計画をやり通すのではなく見直すことも大切である。 

 

○マルチユニットの目的 

・「道徳のために」ユニットを組むのではなく、横断的にそれぞれの教科の学びが深めるために組むことが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○同僚の先生から言われた言葉より 

・子どもたちに道徳的に考える場面を少し 

は作れているかもしれないと自身の実践 

を見直すことができた。 

・無理やりではなく、子どもたちにとって  

より自然な授業を考えていきたい。 

 

 

 

 



「自分物語を紡ぐ道徳科授業づくり」 品川区立大井第一小学校 曽根原和明 会員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業と生活を結び付ける自分物語 

・２０１５年の論点整理でも学習を行動・実践に移すことの意義が述べられているが、道徳の授業の学びは日常

生活になかなか転移されない。 

・実効性のある道徳授業、日常の言動をどうしたら結び付けられるのか。 

自分の経験振り返り、その心を動かす根源について考える。→「自分物語を紡ぐ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分物語の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

・物語は、私達の言動に影響を与える。 

・自分がしている行動をもっとよく深く見つめ直すことが大切である。 

 

○新しい自分物語を紡ぐためにはどうすればよいか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道徳的価値を自分の生活と照らし合わせて考える。 

そこに裂け目・矛盾点を見出すことで新しい自分物語を見つけるきっかけとなる。 

 

○直接体験を見つめる授業 

・自分物語を紡ぐことで、自己の直接体験を今まで以上に見つめ直すことができる。 

・教科書会社の年間指導計画作成資料の学習活動を分析した結果、直接体験を扱った学習活動は全体の 15.8％と

あまり多くなかった。 

 

 

 

 

 



 

○自分物語を紡ぐための５つのステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのような発問によって直接的な体験を見つめることを促せるか。（左上図） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 指定討論 

 

道徳教育のこれからを考える ―３つの実践報告を受けて― 盛岡市立厨川中学校 及川仁美会員 

 

○園山会員の提案から 

・子どもたち一人ひとりが自身の考えをもちながら自分事にしていく 

授業デザインに共感できる。 

・悩みや葛藤を通して人間関係を構成していくために役立てたい、人 

生を考えるきっかけにしているところが素晴らしい。 

・授業終末のフェードアウトとはどんな状態かを後程詳しく聞きた 

い。 

・「そうだよね」と思わず出てしまう言葉が、まさに教師も共に考える 

道徳授業として表れではないか。 

・親友の多様性を考える授業デザインは面白い。しかし導入で友情の多様性を考えることで、授業のなかで話し 

合う視点が広がってしまうのではないか。 

・子どもの考えを「広げるところ」と「焦点化する」ところを分けるとよいのではないか。 

 

 



○田屋会員の提案から 

・テーマも、ユニット構成も子どもが決めている所が素晴らしい。 

教科独自の学びもある。 

・子どもが自分で書いて、自分の振り返りをしっかりとしていると  

ころも素晴らしい。 

・道徳を学級経営の基盤に据え、場面ごとに分析的に捉えることで  

子どもたちの課題解決する力を育成していく。 

・全教科フラットな関係で学びを行き来することが意識されてい 

る。 

・教科の学びが深まることを大切にされている。 

・「教科本来の学び」も達成できたかを検証することでさらに実践に説得力が出てくるのではないか。 

 

 

○曽根原会員の提案から 

・「ナラティブアプローチ」の行動を意味づけるという所が素晴らし 

い。 

・自分の価値観を紡ぎ出す、子どもが直接体験を深く考え、自分自 

身の価値観と向き合う上で効果的な実践だと言える。 

・この「ナラティブ」の考え方にフィットする学習とそうでない学 

習があるような気もする。 

・内容項目、教材、年間計画などによる相性もあるのか検証する価 

値もあると考える 

・今回のテーマにおける「道徳教材の役割」について考えてみることも面白そうである。 

○三つの実践を通して 

・3 人に発表に共通するのは「子どもを主」にしているところである。 

しかし子ども主体で進めると、教師がねらっている道徳的価値理解が  

進まないことがあるとも感じる。 

・一時間の授業だけでなく、他教科、他の活動と有機的につなげること  

や、自分自身と他者との対話を大切にすることを引き続き意識しても  

らいたい。 

・授業と実生活のずれは出てしまうということに敢えてダウトかける 

ことが素晴らしい。 

 

○未来志向で考える道徳科 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道徳においても不易を大切にしながら未来志向で進むことが望ましい。 

 

○「問う」ことの追究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「問う力」は道徳においても大きな意味がある。 

・１～７の設問の「問う」という言葉を「道徳」に置き換えることで大切なことに気付ける。 

 

○「道徳的価値理解を深める」とは？ 

・道徳的価値理解を深めるとは、子どもが「内容項目の言葉を唱えればよい」ということではない。 

・中心となる内容項目は「言わせるのもの」ではなく「チェックポイント」として捉える。 

・いろんな方向から、チェックポイントとして内容項目について語り合うことで一人一人の学びの深まりを自覚

していくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【質疑応答】 

（園山会員に質問） 

園山先生に質問です。現在、自分も特別支援学級を担当していて、絵本で泣いた赤鬼を使った授業をした。 

物語の内容を理解していないと同じ土俵になかなか立てないと感じている。長い文章をどのように理解させたの

ですか。 

 

（園山会員 回答） 

原文を読むと１０分くらい時間がかかる。場面が大きく変わる所をこちらでチェックしておき、朝学習、読書の

時間などを使って、そのきりのよい部分まで読み聞かせをした。小学校の教科書の話は短くまとまっているが、

あらすじだけで、なかなか詳細が伝わってこないので今回絵本を扱った。 

 

（曽根原会員に質問） 

曽根原先生に質問で「教材の役割」ということが先程、質問にあがっていたが、その点についてどのようにとら

えていらっしゃるか。 

 

（曽根原会員 回答） 

登場人物を生き方のモデルとしてとらえることに教材の役割があると思う。「憧れる/憧れない言動」の理由を考

えることで自分を深く見つめることができると考える。 

 

（田屋会員に質問） 

マルチユニット型の提案を聞いて、道徳を中心にした学級経営が児童を中心に主体的に進められているように感

じた。年間このような形の学習を進めていく中で、児童が自分たちで活動をふりかえる場面はあったか。 

 

（田屋会員 回答） 

児童一人ひとりが全ての場面を通して、目標に近づけたかどうか振り返ることは、かまだ十分にできているとは

言えない。今後も子どもの振り返りをより詳しく見ていくことでさらに効果が検証されていくと思っている。 

 

（曽根原会員に質問） 

ご提案にあった書くステップにおいて実際、どのように見取りをされていたか教えていただきたい。 

 

（曽根原会員 回答） 

抽出児童にインタビューすることで、特定の子に関しては達成できていることは見取ることができた。複数時間

で子どもたちが目標を立てて、授業のはじめにどんなことをしたか、実際の生活方どう意味づけているかふりか

える実践を今後計画している。 

 

（園山会員に質問） 

授業をしていた子どもは、小学校でもこの「泣いた赤鬼」の教材を使ったことがあるのか。 

 

（園山会員 回答） 

生徒に尋ねたところ知っている子はあまりいなかった。しかし絵本のよう見聞かせに対して生徒の肯定的な反応



が多かった。 

 

（園山会員に質問） 

終末の「フェードアウト」とはどのような状態か。もう少し詳しく知りたい。 

 

（園山会員 回答） 

広がっている思考を徐々に収束させていくイメージである。そのまま余韻を残して、学んだ事、考えたことが子

どもの心に入っていくような感じである。教師が一方的に、「今日の勉強ではこれが大事だったよね！」と決めつ

けて終わりにしないよう意識している。 

 

（参会者感想） 

正に鉄が覚めていくようなイメージですね。 

 

（田屋会員に質問） 

教科に広がった学びが、また道徳の学びに戻ってくるという流れが大変参考になった。 

子どもの振り返りが紹介されていたが、あの言葉は一人の子どもによる振り返りなのか、それとも教科によって 

振り返りの言葉を書いている児童は違っているのか。 

 

（田屋会員 回答） 

今回紹介した振り返りシートは、ある一人の児童の変容を、振り返りとして紹介している。 

児童は自分の好きなタイミングで振り返りをしていく。総合もユニットの軸にしているので、総合の時間などで

も振り返りをしていった。 

 

 

（曽根原会員に質問） 

自分物語のご提案を聞いて、今までの経験と、現在の自分を結び付けることが苦手な子もいるとも感じた。その

場合どのような支援を講じればよいか。また ICT によってどのような支援ができるかも教えていただきたい。 

 

（曽根原会員 回答） 

今までの自分の経験を、ICT 端末に蓄積し、回答共有をオンにしておくことで、自分もこういう経験があったな

と思い出すことができる。 

そのように個人としてのエピソードを思い出すことが難しい児童には、総合学習や、運動会、行事などみんなが

共通に体験してきたものをきっかけに思い出せるようにしている。 

また自分の経験をふりかえる際は、クラゲチャートが適している。クラゲチャートの下に直接経験、どんなこと

を思ったかを書くことで、上の部分に自己理解の深い部分まで考えることができる。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 



七條正典先生（日本道徳教育学会副会長）からのご講評 

○「子どもたちの主体性」について 

・三人の提案内容を聞いて「子どもたちの主体的な学習」をデザインするという部分で共通していると感じた。 

自分物語をはじめ、子どもが自己の生き方について主体的に考える際に、「自分自身の追究」という縦糸だけで

なく、「他者の考え」という横糸があって初めて織りなされるものだと感じた。 

 

・三者の違った角度からの提案をつなげていくと「子どもたちが主体的に学習する」ということが見えてくるの

ではないかと感じた。 

 

○発達段階で異なる「教材の注目場面」 

・提案にも出てきた「泣いた赤鬼」は支援学校、中学校でもよく扱われている教材である。低中高学年で色んな

指導案が作成されている。例えば 

低学年で指導案をつくる場合… 村人と仲良くしたい気持ち場面に焦点があてられる 

中学年で指導案をつくる場合… わざと青鬼が村人のところで暴れる場面に焦点があてられる 

高学年で指導案をつくる場合… 最後に青鬼からの手紙を読んでなく赤鬼の場面に焦点があてられる 

 

このように、発達段階によって注目する場面が違う面白さがある。 

 

○協働的な学びのとらえ 

・自分を深めて行く時に協働的な学びをどうとらえるとよいか。 

それぞれが考えていること、相手の意見を聞いて「ああなるほど」と感じる場面がある。 

・「泣いた赤鬼」では、最初に「しんゆう」のイメージを全体に提示されたのがよかった。 

最初にイメージを広げすぎることで、焦点化した方がいいのではないかというご指摘もあるかもしれないが、 

・何故、「赤鬼と青鬼は親友となるのか」という根拠を教材から考える。 

親友、心友…と様々な答えが出るが、子どもたちのそれぞれによる理由づけが大切である。 

 

○道徳と実生活をつなぐ 

・道徳だけで自分の生活につないで学ぶことはことができるのか 

・今回、野外活動でマルチユニットを組んだ実践例が紹介された。道徳科の学習、学校行事、どこにポイントを

示しているのかまた、仲間、思いやりなのか、子どもが課題意識について考えられるように、何を中心にする

か流れを意識するとよいのではないか。 

・これから必要な「道徳的な価値理解」において、自己の生き方を、他者との協働性の中でも関連付けていける

とよいと感じた。 

 

 

☆現場に実践に基づいた実践提案から、これからの道徳科授業の様々なヒントをいただけました。 

ご登壇いただいた先生方ありがとうございました。 

 

 

 

 

 


